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慮
し
た
学
級
編
制
が
で
き
る

②
児
童

生
徒
が
多
様
な
意
見
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
る

③
新
た
な
人
間
関
係
を
構
築

す
る
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る

④
学
級
同
士
が
切
磋
琢
磨
す
る
環
境
を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
が
あ
り
ま

す
。（
※
）

学
級
数
が
少
な
く
な
る
と
？

学
級
数
が
少
な
く
な
る
こ
と
に
伴
う

デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
①
ク
ラ
ス
替

え
が
全
部
ま
た
は
一
部
の
学
年
で
で
き

な
い

②
ク
ラ
ス
同
士
が
切
磋
琢
磨
す

る
教
育
活
動
が
で
き
な
い

③
ク
ラ
ブ

活
動
や
部
活
動
の
種
類
が
限
定
さ
れ
る

④
児
童
生
徒
か
ら
多
様
な
発
言
が
引
き

出
し
に
く
く
、
授
業
展
開
に
制
約
が
生

じ
る
な
ど
が
あ
り
ま
す
。（
※
）

ま
た
、学
級
数
が
少
な
く
な
る
と『
公

立
義
務
教
育
諸
学
校
の
学
級
編
制
及
び

教
職
員
定
数
の
標
準
に
関
す
る
法
律

（
義
務
標
準
法
）』
に
よ
り
、
教
職
員
数

を
減
ら
す
必
要
が
出
て
き
ま
す
。

教
職
員
に
つ
い
て
は
、『
経
験
年
数
、

専
門
性
、
男
女
比
等
に
つ
い
て
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
教
職
員
集
団
が
配
置
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
（
※
）』
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
教
職
員
が
少
な
く

な
る
と
一
人
当
た
り
の
負
担
が
大
き
く

な
る
、
学
校
が
直
面
す
る
課
題
に
組
織

社
会
的
な
人
口
減
少
、
そ
し
て
、
そ
れ
に
伴
う
少
子
化
に

よ
る
児
童
生
徒
数
の
減
少
。
ま
た
、
教
育
の
デ
ジ
タ
ル
化
や

学
び
の
多
様
化
、
学
校
施
設
の
老
朽
化
な
ど
、
学
校
教
育
を

取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

今
月
は
、
こ
の
よ
う
な
環
境
の
変
化
が
及
ぼ
す
学
校
教
育

へ
の
影
響
や
深
谷
市
の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
未
来
を
生
き
て
い
く
こ
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
、
よ
り
よ
い
学
び
の
環
境
を
将
来
に
わ
た
っ
て
確
保
し
て

い
く
た
め
、
市
全
体
の
学
校
の
在
り
方
に
つ
い
て
皆
さ
ん
も

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
公
立
小
学
校
・
中
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
等
に
関
す
る
手
引
（
平
成
27
年
１
月
27
日
文
部
科
学
省
）
よ
り
抜
粋

こ
れ
か
ら
の
深
谷
市
の

学
校
の
在
り
方

～
共
に
考
え
る

こ
ど
も
た
ち
の
未
来
～

小
・
中
学
校
の
規
模
の
確
保

『
公
立
小
学
校
・
中
学
校
の
適
正
規

模
・
適
正
配
置
等
に
関
す
る
手
引
（
平

成
27
年
１
月
27
日
文
部
科
学
省
）』
で

は
、『
学
校
で
は
、
単
に
教
科
等
の
知

識
や
技
能
を
習
得
さ
せ
る
だ
け
で
は
な

く
、
児
童
生
徒
が
集
団
の
中
で
、
多
様

な
考
え
に
触
れ
、
認
め
合
い
、
協
力
し

合
い
、
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
を
通
じ
て

思
考
力
や
表
現
力
、
判
断
力
、
問
題

解
決
能
力
な
ど
を
育
み
、
社
会
性
や
規

範
意
識
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
が
重

要
』
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
は
一
定
の
規

模
の
児
童
生
徒
の
集
団
が
確
保
さ
れ
て

い
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
教
職
員
の
集
団
も
確
保
さ
れ
、

全
体
と
し
て
一
定
の
学
校
規
模
を
確
保

す
る
こ
と
が
重
要
と
も
述
べ
ら
れ
て
い

ま
す
。

一
定
の
学
校
規
模
が
確
保
さ
れ
る
こ

と
で
、『
習
熟
度
別
学
習
な
ど
ク
ラ
ス

の
枠
を
超
え
た
多
様
な
指
導
形
態
が
と

り
や
す
い
』『
多
様
な
考
え
に
触
れ
る

機
会
の
確
保
』『
グ
ル
ー
プ
学
習
や
行

事
の
充
実
』
お
よ
び
『
部
活
動
や
ク
ラ

ブ
活
動
の
充
実
』
と
い
っ
た
教
育
活
動

の
幅
が
広
が
り
ま
す
。

国
が
示
す
小
・
中
学
校
の

規
模
の
標
準

小・中
学
校
の
学
校
規
模
に
つ
い
て
、

学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
41
条
で
『
小

学
校
の
学
級
数
は
、
12
学
級
以
上
18
学

級
以
下
を
標
準
と
す
る
。
た
だ
し
、
地

域
の
実
態
そ
の
他
に
よ
り
特
別
の
事
情

の
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。』

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
（
中
学
校
に
つ

い
て
も
こ
の
規
則
を
準
用
）。

こ
の
規
則
に
基
づ
く
と
小
学
校
は
学

年
当
た
り
の
学
級
数
が
２
～
３
学
級
、

中
学
校
は
４
～
６
学
級
で
あ
る
こ
と
が

国
の
示
す
標
準
と
な
っ
て
お
り
、
深
谷

市
で
は
、小
学
校
で
全
学
年
が
単
学
級
、

中
学
校
で
全
学
年
が
２
学
級
以
下
に

な
っ
た
学
校
を
『
小
規
模
校
』
と
定
義

し
て
い
ま
す
。

複
数
学
級
の
メ
リ
ッ
ト

複
数
学
級
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

は
、
ク
ラ
ス
替
え
が
で
き
る
こ
と
以
外

に
、
①
児
童
生
徒
同
士
の
人
間
関
係
や

児
童
生
徒
と
教
員
と
の
人
間
関
係
に
配

問
い
合
わ
せ
教
育
総
務
課
（
う
５
７
４
‐
５
８
１
１
）

的
に
対
応
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
出
て
き
ま
す
。

『
複
式
学
級
』と
そ
の
影
響

少
子
化
が
進
行
し
、
さ
ら
に
学
校
規

模
が
小
さ
く
な
る
と
、
学
年
ご
と
に
学

級
が
編
制
で
き
な
く
な
り
、
将
来
的
に

は
異
な
る
学
年
を
１
つ
の
学
級
と
す
る

『
複
式
学
級
』
を
編
制
す
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。

『
複
式
学
級
』
で
は
、
１
人
の
教
員

が
２
つ
の
学
年
を
同
時
に
指
導
す
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
他
の
学
年
の
授
業
が

進
ん
で
い
る
間
は
こ
ど
も
た
ち
だ
け
で

学
習
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な

ど
、
教
育
の
質
の
確
保
の
面
で
課
題
が

生
じ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
教
員
に
と
っ
て
も
特
別
な
指

導
技
術
が
求
め
ら
れ
た
り
、
複
数
学
年

分
の
教
材
研
究
や
指
導
準
備
を
行
っ
た

り
す
る
た
め
負
担
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

小・中
学
校
の
規
模
が
小
さ
く
な
る
こ
と
の
教
育
へ
の
影
響

▲義務標準法第 3条に基づいた『複
式学級』の基準

複式学級の基準

複数の学年を1つの学級として指導

小学校
２つの学年を
合わせても16人以下
（小学校１年生を含む場合
は、８人以下）

中学校 ２つの学年を
合わせても８人以下
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これからの深谷市の学校の在り方

部活動への影響と対応
　現在、表面化している少子化の影響としては
中学校の部活動が挙げられます。少子化に伴い、
１校だけでは団体競技のチームが編成できない
学校も出てきています。
　こうした状況を踏まえ、中学校の部活動につ
いては、令和10年の新人戦終了後から、各学
校ごとに参加するのではなく、市内を東西南北
の４ブロックに分け、
それぞれのブロック
に拠点校を設置し、
ブロックごとに大会
に参加する拠点校方
式による部活動運営
を行う予定です。
　生徒の活動機会を
確保し、持続可能な
部活動環境の構築を
目指しています。

『複式学級』とは

　『複式学級』とは、国の定める学級編制基準
に照らして、児童生徒数が少ないために1つの
学年だけでは学級の編制ができない場合に、2
つの学年を1学級に編制したものです。
　図のように2つの学年を同時に指導するため、
複数学年を行き来しながらの指導になり、こど
もたちに対する教育の質の確保が難しくなり
ます。

全
国
的
に
少
子
化
が
進
む
中
、
深
谷

市
で
も
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
数
は
減

少
し
て
お
り
、
平
成
27
年
度
と
令
和
７
年

度
を
比
較
す
る
と
、
10
年
間
で
約
18
％
、

２
１
０
２
人
減
少
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
令
和
７
年
度
の
市
立
小
・

中
学
校
の
児
童
生
徒
数
に
、
国
立
社
会

保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
減
少
率
を

乗
じ
て
算
出
し
た
将
来
推
計
で
は
、
令

和
17
年
度
ま
で
に
児
童
生
徒
数
は
、
約

19
％
、
１
８
７
７
人
減
少
す
る
見
込
み

で
す
（
左
グ
ラ
フ
『
深
谷
市
立
小
・
中

学
校
児
童
生
徒
数
の
推
移
』
参
照
）。

深
谷
市
立
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
数
の
現
状
と
推
移

現
在
、市
内
に
は
市
立
小
学
校
19
校
、

市
立
中
学
校
10
校
の
計
29
校
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
う
ち
小
学
校
７
校
、
中
学
校

２
校
が
す
で
に
深
谷
市
の
定
義
す
る

『
小
規
模
校
』
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
深
谷
市
立
小
・
中
学
校
の
児

童
生
徒
数
の
減
少
に
は
地
域
差
が
あ
る

た
め
、
一
部
の
小
学
校
区
で
は
市
全
体

の
傾
向
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
児
童
数
が

減
少
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
将
来
的
に
は
一
部
の
学

校
で
『
複
式
学
級
』
の
編
制
が
必
要
と

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

小
・
中
学
校
は
こ
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
勉
強
を
し
、
集
団
の
中
で
さ
ま
ざ
ま

な
考
え
に
触
れ
、
社
会
性
や
規
範
意
識

を
身
に
付
け
る
大
切
な
教
育
の
場
と
い

う
だ
け
で
な
く
、
防
災
や
地
域
の
交
流

の
場
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
併
せ

持
つ
と
共
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核

と
な
る
大
切
な
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

現
段
階
で
、
特
定
の
小
・
中
学
校
の

﹃
こ
れ
か
ら
の
学
校
の
在
り
方
﹄を
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に

廃
止
や
統
廃
合
に
関
し
て
決
ま
っ
て
い

る
事
項
は
あ
り
ま
せ
ん
。

『
こ
れ
か
ら
の
学
校
の
在
り
方
』
を

考
え
る
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
今
年
度

は
こ
ど
も
た
ち
の
日
々
の
生
活
に
最
も

近
い
保
護
者
や
教
職
員
と
の
意
見
交
換

会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
来
年
度

以
降
、
下
記
の
予
定
で
地
域
の
方
々
へ

の
説
明
や
意
見
交
換
会
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

『
こ
れ
か
ら
の
学
校
の
在
り
方
』
に

関
連
す
る
内
容
は
、
今
後
も
随
時
、
広

報
な
ど
で
必
要
な
情
報
を
発
信
し
て
い

き
ま
す
。

深
谷
市
で
は
現
在
、
少
子
化
に
よ
る

児
童
生
徒
数
の
減
少
や
学
校
施
設
の
老

朽
化
な
ど
、
学
校
を
取
り
巻
く
環
境
が

大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

学
校
は
、
こ
ど
も
た
ち
が
学
び
、
友

と
出
会
い
、
成
長
し
て
い
く
大
切
な
場

所
で
あ
る
と
同
時
に
、
地
域
の
皆
さ
ま

に
と
っ
て
も
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で

す
。長

い
歴
史
や
思
い
出
が
積
み
重
な
っ

た
学
校
を
思
う
と
き
、『
こ
れ
か
ら
の

学
校
の
在
り
方
』
と
い
う
も
の
は
、
決

し
て
簡
単
に
語
れ
な
い
と
、
私
自
身
も

強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
将
来
世
代
に
責
任
を
持
つ

立
場
と
し
て
、
こ
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

よ
り
よ
い
教
育
環
境
を
整
え
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
全
体
の
将
来
を
見
据
え
、
ど
の
地

域
の
こ
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
よ
り
よ

い
学
び
の
環
境
と
な
る
よ
う
、
長
期
的

な
視
点
で
検
討
を
進
め
て
い
く
も
の
で

す
。こ

れ
か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
丁
寧
に
伺
い
な
が
ら
、
段
階
的
に

検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

深
谷
市
長

小
島

進

こ
ど
も
た
ち
に

よ
り
よ
い
教
育
環
境
を

方針策定

・適正な規模
　（学級数）
・適正な配置
　（通学距離）
・再編検討グループ

計画策定

・ 方針の実現に
  向けた計画策定
・対象校
  目標年度など
・パブリック
  コメントの実施

市民説明

・ 地域ごとに方
針、計画策定
に関する市民
説明

  （中学校区など）

R９～ R13年度

（仮称）深谷市立小・中学校適正規模・適正配置審議会で協議

意見収集

・児童生徒
・保護者
・未就学児保護者
・教職員

R８年度

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

H27 R7 R17 R27

児童数（小学校） 生徒数（中学校）

実数
（児童生徒数）

約18％減

4,073

7,898

3,432

6,437

2,686

5,306

2,500

4,782

推計

約19％減

深谷市立小・中学校児童生徒数の推移

11,971

9,869

7,992
7,282

（単位：人）

令和10年の新人戦終了後から
・深谷市を東西南北の４ブロックに分け、
 それぞれのブロックに拠点校を設置
・ブロックごとに大会に参加

★

★

★

★

北ブロック

西ブロック

東ブロック

南ブロック

★…拠点校

※拠点校設置のイメージ図

深谷市はこどもたちの未来のために

教育環境の向上に取り組んでいます！
小・中学校の給食無償化

令和 8年度から小・中学校の給食を
無償化し、子育て世帯の経済的負担
を軽減

英語を『使って伝える』ことを大切
にし、コミュニケーションを基盤と
した授業を実施

外国語指導助手（ALT）の全校配置

タブレット端末の活用

『ドリルパーク』などの学習支援ツール
を活用し、自分のペースで学習。基礎・
基本の定着や苦手分野の克服をサポート

令和 7年度に全公立中学校の体育館に
エアコンを設置。今年度は全公立小学
校の体育館にエアコンを設置

学校施設の環境改善

登下校時の暑さ対策

ミスト付きハンディファンを配付。また、小学校では、夏季
に限り通学時にヘルメットではなく帽子の着用を許可

つぎは2年生の
ところへ

これで
合ってる？

まだかな…

先生、
いまいそがしそう…

1年生のところ
へ行って…

2026.8. 広報ふかや2026.8. 広報ふかや 45




